
 
 
我が国で、すでに批准している国連の障害者権利条約は、「障害者の固有の

尊厳の尊重を促進する」ことを目的としています。そして、障害者を含むすべ

ての人を排除しないインクルーシブな社会の構築を目指しています。しかし、

日本の現実は、障害者施設でおきた殺傷事件（2016 年 7 月、死者 19 名）や虐

待事件など、人間の尊厳がないがしろにする事態が続いています。いま改めて、

私たちの社会のあり様を問い直し、“人間の価値”を根付かせることが必要な

のではないでしょうか。そのためにも、身近な地域の事実の中から、障害問題

を考え、交流してみませんか。 

どなたでも、参加できます。どうぞ、ご参加下さい。参加費は、無料です。

予約は要りません。 

 

■ ≪第1部≫ 特別企画「この人に聞く」 13:00～14:00 

  鈴木 宏哉先生（元茨城大学教授）に聞く 

テーマ「我が人生、我が思い―平和、民主主義、障害問題」 

聞き手 船橋 秀彦（福祉型専攻科シャンティつくば） 

鈴木宏哉先生は、1929年山形県生まれ、旧山形高校（現山形大学）卒。戦後、平和と民主主義の運 

動に加わり、第1回原水禁世界大会（広島）に代表派遣なども。57年に東京教育大学の教育学部 

（特殊教育専攻）に編入し、同大学院実験心理学修了。愛知県立コロニー発達障害研究所研究室長、 

茨城大学教授、長野大学教授などを歴任。障害者の脳・運動・感覚機能に関する生理心理学的研究 

を続けた。障害者運動では全障研結成にかかわり、茨城の地では、全障研茨城支部長、日本てんか 

ん協会茨城県支部代表など、幅広くそして深くかかわってこられた。そんな、鈴木先生の人生から 

学ぶべきことは多い。―「新やまがた」No1597より 

 

■ ≪第2部≫ 各分野からの報告（各 20分）      発表の順番は変更になる場合もあります 

14:00 
重症心身障害児の教育から命の尊厳を考える 

鈴木 輝子さん 

（県立水戸特別支援学校） 

14:30 新校設置（八郷）でつくば特別支援学校の過大過密

は解決するのか 

寺門 宏倫さん 

（茨障研） 

15:00 施設における利用者の高齢化問題―親亡き後、高齢

障害者の暮らし、制度の課題 

岡崎 喜一郎さん 

（希望会 あすなろ園） 

15:30 

16:00 
知的障害者の青年期を輝かす―福祉型専攻科シャ

ンティつくばの実践から 

萩原 君江さん 

（福祉型専攻科シャンティつく

ば） 

 

■ 期日 2018年 2月 18日（日） 12:30受付 13:00開始 

■ 会場 福祉型専攻科シャンティつくば 
つくば市天久保1-8-1 筑波第3ビル２Ｆ つくば駅より１．６ｋｍ 徒歩１５分 

※１Ｆは南山堂薬局 隣に吾妻中学校 目の前は松見公園・筑波メディカルセンター 

※駐車場は限りがあります。近隣の一般の駐車場（1日200円程度）をご利用ください。 

■ 参加 無料 どなたでも参加できます 

■ 問合せ 寺門宏倫 ☎090－4618－7843 Ｅmail： coolfuelcoolengine@gmail.com 

 

主 催 全国障害者問題研究会茨城支部 


